
鋸翻　　　　　藤Sb軸吐醐境t’cよ礎異蹴て　　　　　　15

桑葉Stomataの生育環境による變異に就て

池田正五郞

　1・緒　　　言

余麟に喋質よ醐たる南劇1の慧桑的特異性なる轍中に於燗一桑品種洞一難のも
のに於ても其の崖育地の環境の異るに從ひ該桑葉の燐含水分率を異にするを以つて育翻上注意

を要する一事項たるをi提蓄せり。

　余は更に桑樹の生育環境の異るに從ひ桑葉の組織構遭に差異を來す事ありとせば共の摘探後

に鮒る萎継蹴勿論・その他一切の靴騨勺攣化の速度厭差を來すべき臆ひ今回駐1
として共のStomataの大小多少に就て調査し柳か，得る庭ありたるを以つて以下、これに就

て簡略に述ぶる塵あるぺし。

琳稿燭しては恩膿購士遠藤保太郎教授の御校閲を徽購嬬己して深謝の勲表
す。

　II・生育地を異にする桑葉Stomataの攣化に就て

　次に示すが如く、専ら南浦洲産の桑葉の調査を行ぴ、これを、大澤一徳博士の調査波績に封

比し爾者の聞に種々の差異ある事を認めたり。

　　　A．供試材料並に調査方法

　供試材料としての桑葉は1925年栽植の南瀦洲熊岳城農事試験塩品種見本園根刈桑の年々夏

刈を灘し來りたるもの燗し1932犠船鳳りて春期囎覇蘇を行ひたるもの艸等
度囎桑條4本の特に先轍り8－10葉目の成葉を用ひ9月14［は朔じく25舷で
にこれを得たり。

　S七〇mataの調査に當りては該桑葉を左乎の指に聡き剃刀を以つて下面上皮を薄く剥ぎ直ちに

プレパラートを作製、鏡槍、計測，蛇に計数せるものにして計測の鵬含はZeiss纈微鏡の15×．

4°xの〃ズを用ひ完全に館せるSt・蝋・の2・ケ蹴脚定r・均し、計撒の場合胴
じく10x・4a×のレンズを以つて10覗野以上を2F均せり。

　　　B・調査　成績

　今、前項記載の如き方法によりて得たる著涛の域績を大澤博士¢）調査成：績と樹照併記する時

は次の如く・轍緯欧共醜る改良辱こ返外9種購廟覧の働暇するた戯の初めva、一．括

併記して掲げ9k他の・踊はS七・mataの鍵の順御嚇列せり、因に大㈱士職糊職。mat。

の臨轍に1・璽4職内の郷L数胴氏報igの数宇腿膿して瀦の算出したるもの灘
に大灘士の纈は蹴標本鳳りたるものな徽、比較蟷りてはこの髄考1散入7。Sの
要あるものたる事を附記す。
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　　　　　第一表　生育地を異にする桑葉Stomatuの比較
「仰一門一7　　　　　　　　　　　　　　　夙鮮阿側　　　　　　 停一Tt－P圃闇 @　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研

・・…hs・wa’・　rep…（ムfaterials　obtained　in　　　　Tokアo－Japan）

　　　火　　澤　　氏　　調　　査

Varieties

’品　　種　　名

，1〈・i・アoh－nezu．，

　1〈omaki

　Yanagida
　R。kQkU・アasoh
　〕［くohsen

　Goshoerami
　工chihei

　TagO－wase
　Tsuruta
　Shimanouchi
　Hosoe
　Toh一ヨuke

　Shiroshita
　Santolζu
　Kairy。11・rOS。h

　Votsume
　Kakikomi
　Shyonai・wase
　Akak正
　Zenzoh
　Jullmonj　i

　Kumonryuh
　Ginryuh
　Senlnatsu
　Shl窪ohaclii

　KUrQki
　I〈OzaeniOn
　Sode’furi

　N乱gase
　Yamanalca，

　Naganulna
　ll｛alcado

　Sll｛111iZU囎wase

　Gunヒna－aka，

　1（anraSoli

Stomata　　（氣子L，）

閑

暖

長

サ

改良鼠返
小　　牧
柳　　田
魯國野桑
rl1　撰
御1班螺
市　　単
多胡早生
鶴　　田

島ノ内
細　　江
藤　　助
城　　下
三　　徳
改良魯桑
四　　目
撒　　込
庄内早生
赤　　木
善　藏
十家字
九紋龍
銀　　龍
干　　松

四五八
黒　　水
小左工門
袖　　振
長　　瀬
1ユ沖高助

長　　沼
眞　　門
溝水早生
群馬赤木
「tt樂桑
改良早生
十丈字
亭二郎
杢早止
マ　モ　ノ

16。8

19．3
19．4：

19．6
21．露

2t．8

22．3

23．2

滋。8

25．0

17．5

17．7
コ8．1

18．6

19．1

20．1

20．2

20．3

23．4
2些．5

＄

弾

げ

巾

12．3

×3．8

工3：5

13．7
1或．5

16．2

15．7

i4．7

14．9

16．2

13．4

15．0
ユd．詔

15．8

15。6
．工3．8

15．9

14。4

17，2

17，e

：

副暮

長

巾

i36．6

139．8
1d3．7
1盛3．1

1d6．2
13d。5

1d2，0

157．8

166．2
ユ5d．3

130．6

118。0

127．5

117．7

122．d

145・6
127．O
ユ40．9

136．0
1五4．1

同裟
tn　Pt

弔B
目汗
Blt

　需

A内氣
2Fの
　孔方
粍籔

・・Qm　a・・1e・se・per・1n…（］faterials　obtained　in　　South五王anchuria）

　　　　　著　　者　　調　　査

1ζairyol1－WτしS【蔀U・

Heijiroh
Mokuwase
lvlarnono

Kinbei
I（OS乱1くa

Dateaka．
ValSubusa
I〈asoh
KazaelnOn
I〈anelCO

G。rohj　i－wase

ShihOhzald

Mean　V．

金兵衛
小　　坂
Vl’i＊赤木

八　　房
化　　桑
藷左工門
金　　子
lit耶治早4ヒ

四方吹
単　　均

「～アarietics

品　　種　　名

5D1．9

504。8
益75．0

574。5

616；ts

d89．9

375．5

335．7

370．6

395．4
生77．5

659．0

609β
586．9

696，3

278．5

522．3
460．コ

d50。1

318．3
552。ユ

422．8

721．2
55A．6

420．3

624．2

452．6
3di3．2

463，6
d8〔1，0

Ka【ryoh・11eZU．

Komalci。
Yanagida
Rokoku噌yasoh
Kohsen
Goshoerami
lchihei

Tag。－waSe
Tsuruta
Shimanouchi
Ro50h
Yamanaka
I〈alryoh・rosoh

I蛸i・wase
8agami
MQhko1｛uwa
Se尊uhroh

Fu的hma川
Kataneo
Iくa董ryoh　－j　uh，

Yul1。No工1　No　1．

Ohshuh

Stomata（氣孔）

1：
1

20．6 14．9

：

二

138．7

常

霞

臼

長

磁0，2

512．3

646．6
467．5

410．3

72L2
4d5　．　ta

375．5
3・15．7

380．5

3SO。5

517．3
589．4

788．4

559．6

d72．5

512．3

410．3

495．7

薫＿

Shu正；・u

Risoll

Maruha－juh．
Ichijohsoh

Yadome
Murasalci－wafe
Sekai－lchi
Toll－soll

Kurold
Shiroh－ji
Ohdate
Gumunaal〈a．

T－le｛nan鱒mae．

1ζ二anekO

Talcinolcawa

Junsen幽1nae．

［LiQl｛Ursen

Iくinsoll

I（｛nryuh

改良鼠返ヱ7．01
小　牧ユ8・71
M巳　　　IM　 21、35

魯國野Pt｝§°Sl

Hokunoh　No．10

Date・aka。

Mean　V．

市　　準
多胡早生
鴨　　破

鳥ノ内
魯　桑
山中高助
改良魯桑
替治早生
相　　模

蒙古桑
濟十郎
挟薬丸
カタネオ

敬趣十玄字
熊農一號
魔　　州
秋　　雨
利　　桑
丁星し漉｛”SC　ex

－・丈桑

矢留桑
紫早生
世界一
騰　　桑
黒　　木

四郎次
大伊難
群馬赤木
iTSPt前川

金　　子

瀧ノ川

甲　　撰　　・

御所撰18・65

咳
藁

げ

巾

19．63

21．46
2乱．13

22．ユδ

15、65

16．21

⊥6．2d
コ斡．正6

16．6Z

16、62
16。6ti

17．10
17。15

17，18
17、2盛

17．32

17．32

17，60

17．93
18コ｛〕

18．15

18．15
1．8．29

18。77
コ8．77

19．27

19．40
2〔，．0と

20．16

20．24

20．24

順川前川20・29
徳　　川2‘｝・4工

錦　　桑20．46
金　膏『20調

服胤噸 P21・05
伊．蓬赤木．21．77

118・74

≦頴

墾H　ぽ
長

巾

1生．57

］3。73

16．2壬

14．義6

16．07
1．4．73

16．2〔）

15．68
15．99
ヱ5．23

13．21
15．51

14．04
13．07
ユ3．57

1d．12
13．34
14．40

13．46
ユ4．93

ユ4。32

ユ4、40

13．56
13．90
ユ4．87

j3．65

ユ3．62

ユ4。26

ユd．04

13．62
ユ5．23

13．57
ユ5．71

ユ5．29

15．79

14。96
14．82

15．01

16．18
1皿．54

15．23

14．go

工6．54

1生．66

116．8
136．2
131．5
工34．2

112．ユ

126、6
121、1

136．9
工32．2

ユ45．6

118，5

127．3

115．6
125．〔》

122．5

i17．7

H騒
嬉
罪

一熊

禦孔

麺数

125．0

118．7

127．5
115「．1

120．4

120．3
且27．7

126．6
ユ20．6

132．8
ユ33．3

127．3
ユ30．3

137、8
1ti3，2

142。0

123．5
ユ30．9

127．6

135，3
136．6

135．2
ユ26．1

1dO。7
工36．5

工41，2

コ31．6

1518。2
967．2
893．8

1028．5
1101．9
111強．2

1101．9
9訊，．5

9b5．0
979．5
1824．3
45d‘a．7

1616．2

122d．d

1236。6
1261。工

1175。4

1199．9

1199．9
1ユ26．4

1310．1

1126．d
1273．5

1138。7

1393．B
lC，OA．0

14磁。7

1d20．3
1665．1

1101．9
1338．7

1261．1
1101．9
1077．藍
1089．7’

1028．5
967、2

128。2

1052．9

1224護
10生0．7

1ユ26．生

783．6

1ユ01．9

1187．6
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　帥、前表に於て明なるが如く爾放績に共通なる改良鼠返外9種の中Stoma七aの長さの南潴

洲産の優れるは改良鼠返、蚊に柳田の2種のみにして弛の8品種は一様にこれに反せり。然る

にこれに鋤し幅に於ては全くこの反封にして自IJ。10品種中、小牧、御所撰s島の内の3種を除き

（但し小牧の揚合は極めて小差）蚕部南漏洲産のもの優れるを見る。この關係は長幅率の比較に

於て最も明瞭にして換言せぱ南欄洲塵桑葉はこれを日本産のものに較ぶれぱ遙かに國型に近き

S七〇ma七aを形成し居るを知るべし。

　而1して猫、この事實は他の品種に於ても完く同様にして此塵に示す比較方法は納々滴切を欠

けども爾者の全供試r吊種の亭均に於て大澤氏調査のものの長幅率138、7に劃し署者の共れ

は128・7にして長さの築均20，6に謝し18．74・幅の雫均14．9に封し14、66は明にこの關係

をi現はすものとす。

　玖に羅位面積内のS七〇皿漁緻に於ては例外なく南満洲産のもの大にして総平均に於て2倍

余を鍛ふるは察ろ驚嘆に値する数字にして生育地の環境の異るによりて招來さるる、形質的攣

異の勘なからざる黙を朋に認識し得べし。

．因に中島茂氏の改良鼠返の成績によれば最多を数へたる9月10日に於て550簡にして大澤

氏の成績に大・差なし。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

III・生育季em　be異にする桑葉のStomataの饗異に就て

開葉時期を異にする桑葉のStomataの攣異を次の如くして調査せり

A・供試材料虹調査方法　　　　　　　　　　　　、

前項需識の調査に用ひたると同じ桑・話観梱栽植中の桑樹につき5囲以降10晦に第
一一・??ﾊに記號を符し佃々の葉の生育季節を嘩月確となし置き9月末日に及び共々の季節に開餌生

育せる桑葉中より代表的桑葉2放宛を選び前項調盗と同檬の塵置を行ぴて’Stomataの大きさ

形欺敏に軍位面積内に存在する数を算定せり。而して本調盗に用ひたる桑tPnTwtは改良鼠返、改
　　　　　ぢ良魯桑の2麺にして特にごれ等爾晶種を翔ひたる所以は爾種共にプレパラート作製に比較的容

易なりしによるものとす。

　　　B　調査　成績

　調査成績次表の如し，但し、表中改良魯桑の項の5月30日一G月9日の欲調は落葉によりて

調沓不能なりしものにして、8月下旬に於ける鉄調は爾品種とも磯育不充分なる未熟葉なりし

による。

　帥、嗣品種共、春季に於ては典の長さに於て比鞍的大形の蹴Om漁を形域L居れどもその後

・6月下旬よb7月中旬に於て比較的小形となり後に思び大型のものを形威すると同時に喪幅率も

これに伴ひ居るを見るに反し、Sもomataの幅及び軍位画積内の　S七〇ma七a鍛は明にとれと全く

相反するを見るぺし。猫，此庭に注意すべきは．ヒ証6月下物より7月中旬の間に於ける．帥、　　　　I

S七〇皿漁の普しく圓形となり、且つ軍位面積内のS七αna七a激を増加せる時期に於ては完全に褒

育せるS七〇mmtaの勲の極めて紗少なる暴にしてこれを数字的に示す事は梢困難なりしも極端

なる傷合はこれ等完全なる　翫om漁は全Stomat・1の20分の1にも足らざる如き歌態なり

き（第1圃滲・照）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
1

　弼して上記の諸黙が何れも該泓lr淀桑葉の葉面積と留接なる驕係を有する事は前表虹に次に示
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Table　II．　Variations　in七he　S七〇ma七a　of　Leaves　exi）anded　in　differen七pθriod．

　　　　　　　第二表　生育期を異にする桑葉S七・mataの攣異

　Date．

月　　口

　V．30－VI．9

VI．　9－V工，19

　，，　　｛匡9－　，，　29

　，，　29－VII，9

VH．9－．，，19，

　，，　ig－一，，　29

　，，　29－VIII。8’

VIII．　S－，，18

　，，　　18－　，，　28

　，，　　28－－IX。　7

Kairyoh・nezumigaes1・i

　改　良　駅　返

工・eaves（葉）

2賭
雛
鞍
飢窺

開

葉

勲

8

9

9

6

10

9

9

8

3

2

眠
冨

轟
．塞積

92．7

1e2．3

y4。4

73．4

47．9

98．6

113．6

78．9

49．盛

38．0

Stomata（氣孔）

暫

漏

騨

長

サ

17．82

17．60

16．54

ユ6．35

16．姦6

17。10

17．74

17．01

峡調

峡調

’名

弾

cr

巾

14．07

13，57

14。．37

1生．90

15。04

14，62

14．26

1A．57

　，，

　，J

超

藁

冨

愚

長

幅

率

P頃
m　昌
中日
　げ目震
β勺

　費

一内
2F．ノ

方
粍薮

126・7
P1°89・’7

　　1055。2129．7

1ユ5。11212“1

109．71420．3

109、41469．2

1羅il

一　　敏調

一　　峡調

王ζairyoh卿rosoh

改　良　魯　桑

Leaves（葉）

器
聾
臓
睾‘

　6』

　6
1　4
6

6

6

5

1

3

碧Pt
臼露

　や・
⇔
隠

B

　
挙面

均

葉積

鹸調

1〔｝1．2

127。8

130．ユ

IA8．6

182．6

186．0

137．0

83．2

107．3

Stomata（氣孔）

』臣

お

鋳

長

サ

餓調

16．85

16．98

16．dU

Z7．12

17．15

16．85

16．2d

16，．15

敏調

凱

巾

　9t

13．76

13。76

1正．95

1生，29

13．84

1・L　，　Ol

14．04

14．96

　，，

≦

罠

蜜

℃

長

幅、
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　　　　　B。夏期皐魑時閉葉のもの

From　a　leaf　grQwn　in　tlle　dry　summerユeaf　area…aver，47．9　sq，　cm，

C．夏秋雨期以後開葉のもの

　　　　From　a　leaf　gtown　in　moderately　moist　summer・
　　　　　1eaf　a・ea…aver：　113・6　sq・　cm．

す。第2圏によりて明かにして更に進んでは該桑葉の生育時期の氣象歌態との閥係に就ては

次章に述ぶる嘘あるべし。
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　　第二圃　　挙節による葉面積氣孔の大小形歌の塑化
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　IV．　Stomataの攣異を招策する氣象環境に就ての考察

　s七〇mataの大小、蚊にその分布密度に攣異を來す原因に就ては既に幾多の農者によりて注憲

せられ、例へぱ着葉位置の高低との關係に劃LてはZalen　ski（1904），　YapP（1912），　Heuser

（1915）・RipPe1（1919）其イ也により、日照の多少との關係に就てはS七ahユ（工883），］⊇ick（1882），

Dufour（1887），　Sul’oz（1892），　No雌〕ausen（1903），　Hessehnan（1901），　Rose（1913），　Maxi－

mov（1925），　KeUex　and　Leisle（1922）等により、大i氣中の漁慶との關係に就てはEberhaiL’d七

（1903⊃Leわediu七sev共他により、土中水分との關係に就てはHeusey（1910「），　BipPel（1919），

Kokin（1926）等にょり詳細に研究せられ、着葉位置の高きものは低きものに比し、口照葉は

日蔭葉に比L．虹に・大i氣中の漁度・土中水分の欲乏は常に所謂「Xeromorl）hiG七ype」の葉を

生育せしめ、その一象徴としてS七〇m漁のdimensionを減じ且つその箪位面積を埆大せしむ

との黙に一致せり。

　而して余は繋に「氣象より槻たる南満洲の慧桑的特異性」なる幸艮告に於て南満洲の氣敦を日
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eeの爾Lれたるによつて生じたるものなるべきは推察に難からぎる庭とす。而してこの不完全

S七〇1n緬aの形成が葉型の大小と極めて高度のCorrelationを有するを見乖ぱ（第2圃容照）栽

桑上牧葉量増加の槻黙よりして常にこの不完全S七〇ma七aの形成を見ざる様努力すべきものた

るべきは論を待たざる腱とす。尤もこの黙に關し普通考へ得らる工灌渡のみによりてこれを防

止し得べきや否やに就ては早急に結論し能はざる塵などもれ何れにしても余はこの不完全Sto－

mataの域長を以つて早魑被害の具休的第一一徴候と見倣すを至當と信するものにして、一般に

南満洲に於ては7月中、下旬以後に嚢育する桑葉はそれ以前に護育するものに比し格段の差異

を有するより見て該期日以前は殆ど前述の意味に於ける早魑欣態に醗かれつSあるものと考ふ

べきものなりと思考す。

v．結　　　論

以上論述せる威を要約すれば次の如し。

1・南満洲産の桑葉は比較的乾燥するi氣象的環境の然らしむる腿により、日本藤のものに比

　　すれば蹴位面積内のStoma七a数を殆ど倍力1すると同時に該S七〇matoの長さのdimen－

　　siOl1を減少す。猫、同時に一般に幅のcliinens　ioliは却へつて増大する傾向あり從つて

　　　St・mataの長幅率に於て蓬かに日本産のものに劣り、鵬灘薩桑葉の耳績は比較的

　　圓型に近きS伽皿漁を甚だ多数に形成し居る事とす。

2・同じく南満洲産にても比較駒早魑期と目さるS　6月下旬一7月上、中旬に開出生育

　　せるものは其他の時期のものに比しS七〇ma七aの箪位面積の敬、蛇に該S七〇mataの幅樫

　　を壇大し長脛、長幅率を減少し居る事實を認めた砂。

3・猫．k記6月下旬一一m－”一一7月ヒ、申旬のStomataの長幅率を低下する時期、從つて軍位面

　　積内のS七〇1皿漁数を塘大する季節に於ては特に不完全S七〇ma七aの多数に生成さる曳藥

　　實を認めたり。

4・以一臆剛LもMaxim・v物所謂X・…n・・phi・S七yu・七・・eなるものの鮒にし郡位

　　両積内のS七…漁数の増加、虹に該S七・mataのdiinensi・uの低下に就ては諸家の＿

　　致して認めたる虚にして。長幅率の低下、拉に不完全S七〇m　・lt　tlの形成を俘ふ事實は今

　　回新に補足し得たる知見とす。

5．磯育季節を異にするによつて生する葉形の大小と1　tomataの長さ、幅、長幅率、蛇に箪位

　　面積内の分布数との間には茜だ密接なる相關々係を有す。

6．以上により南満洲産桑葉が既に報じたるが如く所含水分牽に於て1ヨ本産のものと異るの

　　外、その紐織構燈に於ても大差あるの箏實は明白なれども、これと育蛋雲上の實際閻題と

　　の關係に就ては更に今後の研究に待つを要す0

7・而して栽桑上の見地よりすれば如上の不完全なるS七〇m漁の形域を以つて早魑被害の

　　第一…次的徴候と見倣し得べきものと信す。

　　　　　　　　　　　　　　　　⇒
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R6sum6

　　According　to　my　research　the　Mulberry・leaves　yielded　in　Sσuth・Manchuria

were　proved　a　obvious　xeromorphic　structures　in　respect　to　their　stomata　es・

pecially　dimension　and　number’　pet　unit　area，　namely，　Stomata　length　reduced

a琢d　number　per　unit　area　increased　compared　w三th　the　Ieaves　produced　in

Tokyo・Japan　which　examined　in　detail　by　Dr．　Ohsawa．

　・This　is　a　matter　of　course　if　we　remind　the　physiological　and　anatomical

wo「ks　by　numerous　botanical　investigators　especially　V．　Zalenski，　R．　H．　Yapp，

E．Stahl，　M．　Nordhansen，　N．　A．　Maximov，　etc．　and　my　report“On　the　seri・

ctiltural　pecurialities　from　the　meteorological　point　of　view　in　SDuth　Manchu・

riaノ，　（1931）

　　But　the　following　two　matters　were　not　taken　attention　by　many　investiga・　　　　…

tors　up　to　the　present．

　　1．In　cornparative　droughty　condition　of　the　growth　environment　of　trees，

　　　the　stomata　take　up　the　considerably　near　round　form　than　which　grown

　　　under　favourable　condition，　and　this　inclination　is　completely　proportional　to

　　　the　degree　of　drought　climate．

　　2．In　the　droughty　condition　of　the　grow仁h　environment’of　trees，　the　un・

　　　merous　stomata　take　up　the　irregular　form，　and　ratio　of　this　incomplete

　　　stomata（irregular　form　stomata）for　complete　one　is　highly　correlative　to

　　　the　degree　of　droughty　clirnate．

　　This　two　matters　is　clearly　demonstrated　at　first　in，　comparing　my　data　with



24　　　　　　　翼　孫　、攣　雑　・誌　　　　　　獺第〕

Dr，　Osawa’s　report（see　Table　I・）and　secondaly　in　the　result　obtained　frorn　my

ekberiment　in　order　to　growing　period　of　the　leaves　of　cultivated　mulberry　in

South　Manchuria．（see　Table　II．　Fig．1．　II．　III．）

　　　（Qct，27，1932，　Yuhgakujoh　Agr。　Ex，　St。　of　South　Mancburia　Railway　Co．．）


